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はじめに  

建築・建築設備工事等における入札時積算数量書活用方式運用マニュアル（以下「本運用

マニュアル」という。）は、高知市発注の建築・建築設備工事等における入札時積算数量書

活用方式の実施に関し、発注者及び受注者間における積算数量の確認方法、協議等について

円滑な運用がなされるよう手引として整理したものである。  

  

引用等  

・高知市建築・建築設備工事等における入札時積算数量書活用方式試行要領 

本運用マニュアルにおいて、下記の二重線による箱書きに本文を引用している。  

  

  

 

１ 目的  

〔要領〕 

１ 目的  

入札時積算数量書活用方式は、建築・建築設備工事等の請負契約締結後における積算数量

に関する協議の円滑化に資するため、入札時において発注者が入札時積算数量書を示し、入

札参加者が入札時積算数量書に記載された積算数量を活用して入札に参加することを通じ、

工事請負契約の締結後において、当該積算数量に疑義が生じた場合に、入札時積算数量書に

基づき、積算数量に関する協議を行うことができるものとする方式である。 

  

本方式の実施の目的は、大きく以下の３点が挙げられる。  

・契約後に発注者の積算数量に疑義があった場合の受発注者間における協議を円滑に行う

ことができる。  

・協議の結果、必要に応じて数量変更を行うことで、適正な請負代金額となり、契約の適正

化に資するとともに建築・建築設備工事等の品質確保につながる。  

・発注者の積算数量に関して、発注者が受注者からの協議に応じることを明確にすること

で、入札参加者による発注者積算数量の活用が促進され、入札参加者の積算の一層の効率

化に寄与する。  

 

  



２ 用語の定義  

〔要領〕 

２ 用語の定義  

⑴ この要領において「建築・建築設備工事等」とは、高知市が公共建築工事積算基準（平

成 15年３月 31日付け国営計第 196 号）に基づき設計書を作成したものをいう。 

⑵ この要領において「数量基準」とは、公共建築工事積算基準第５⑶に定める「公共建

築数量積算基準」及び「公共建築設備数量積算基準」をいう。 

⑶ この要領において「積算数量」とは、工事費を算出するために必要となる数量につい

て、数量基準に基づき発注者が算出した数量をいう。 

⑷ この要領において「入札時積算数量書」とは、発注者が入札時において積算数量とし

て、公共建築工事積算基準第４に定める「公共建築工事内訳書標準書式」に基づき作成

した種目別内訳、科目別内訳、中科目別内訳及び細目別内訳の名称、数量及び単位を取

りまとめて示す書面（電磁的記録に記録されたものを含む。）をいう。 

⑸ この要領において「工事費内訳書」とは、「高知市建設工事等競争入札心得」又は「高

知市建設工事等競争入札心得(電子入札用)」に基づき、初度(１回目)の入札において入

札参加者から提出される工事費内訳書をいう。 

⑹ この要領において「請負代金内訳書」とは、契約後５日以内に受注者から提出される

種目別内訳、科目別内訳、中科目別内訳及び細目別内訳に対応する金額を表示した請負

代金内訳書をいう。 

 

「公共建築数量積算基準」及び「公共建築設備数量積算基準」は、予定価格のもととなる

工事費の算定の基本となる数量に関し、その計測、計算、区分の方法を規定したものである。  

   

３ 対象工事 

〔要領〕 

３ 対象工事  

原則として、高知市が発注する競争入札に付する建築・建築設備工事等に適用する。 

 

本方式は、競争入札に付する建築・建築設備工事等に適用する。なお、随意契約及び設計・

施工一括発注方式のような設計を含む事業は手続き上、発注者が入札時積算数量書を示し、

入札参加者が同数量書に基づく工事費内訳書を提出する段階がないため、適用外とする。   



４ 対象工事である旨の明示等 

〔要領〕 

４ 対象工事である旨の明示等  

⑴ 本方式の対象工事である旨の明示は、入札公告等への記載（電磁的記録を含む。）に

より行うものとする。 

⑵ ⑴の記載は、別記１の記載例によるものとする。 

  

 

（別記１）入札公告等における記載例  

  

１ 入札時積算数量書活用方式の適用  

⑴ 本工事は、入札時積算数量書活用方式の試行工事である。本方式では、入札時におい

て発注者が入札時積算数量書を示し、入札参加者が入札時積算数量書に記載された積

算数量を活用して入札に参加することを通じ、工事請負契約の締結後において、当該積

算数量に疑義が生じた場合に、発注者及び受注者は、入札時積算数量書に基づき、積算

数量に関する協議を行うことができる。 

なお、入札時積算数量書に記載された積算数量については、当該積算数量に基づく工

事費内訳書の提出や契約締結後における工事の施工を求めるものではない。 

⑵ 受注者は、入札時積算数量書に記載された積算数量に疑義が生じた場合は、直ちに協

議を求めるものとする。ただし、当該疑義に係る工事が完了した場合、協議を求めるこ

とができないものとする。 

⑶ 受注者からの請求による⑴の協議は、入札時積算数量書における当該疑義に係る積

算数量と、これに対応する請負代金内訳書における当該数量とが同一であると確認で

きた場合にのみ行うことができるものとする。 

⑷ ⑴の協議（発注者が請求する場合も含む。）は、入札時積算数量書に基づき行うもの

とする。ただし、入札時積算数量書の細目別内訳において数量を一式としている細目

（設計図書において施工条件が明示された項目を除く。）を除く。 

⑸ ⑴の協議の結果、入札時積算数量書に記載された積算数量に訂正が必要となった場

合は、契約書、設計図書及び数量基準に定めるところによるものとする。 

 

  入札公告等で入札時積算数量書活用方式の対象工事であることを明示する。  

  



５ 入札時積算数量書活用方式の実施手続 

〔要領〕 

５ 入札時積算数量書活用方式の実施手続  

⑴ 入札時積算数量書の取扱い 

入札時積算数量書は、入札公告等の添付資料として、交付し公開するものとする。 

入札時積算数量書に記載された積算数量については、入札時積算数量書に基づく工

事費内訳書の作成や契約締結後における工事の施工を義務付けるものではないが、積

算数量に疑義が生じた場合における発注者と受注者との協議は、入札時積算数量書に

基づき行うものとする。 

  

 入札時積算数量書は、入札説明書等の添付資料であって、設計図書ではないことから、

入札時積算数量書にある数量どおりの施工（履行）を求めるための「契約数量」にはならな

い。よって、入札時積算数量書にある数量の施工確認・検査は行わない。  

また、入札参加者に入札時積算数量書の活用を義務づけるものではないため、入札参加者

が入札時積算数量書の積算数量と異なる数量を用いた工事費内訳書を提出したとしても、

支障はない。  

 〔要領〕 

⑵ 入札時積算数量書に対する質問及び回答 

入札参加者は、入札時積算数量書に記載された内容について質問することができる。

この場合における質問及び回答は、入札公告等に対する質問として行うものとする。 

なお、受注者は、当該質問の有無にかかわらず、契約締結後に積算数量に疑義が生じ

た場合には、積算数量に関する協議を求めることができることに留意するものとする。 

 

 （別記１）入札公告等における記載例  

 

２ 請負代金内訳書の提出 

⑴ 入札時積算数量書に基づき工事費内訳書を作成した受注者は、入札時積算数量書に

掲げる種目別内訳、科目別内訳、中科目別内訳及び細目別内訳に相当する項目に対応す

るものの数量、単位、単価及び金額を表示した請負代金内訳書を、契約後５日以内に、

発注者に提出しなければならない。（商号又は名称、住所、工事名及び法定福利費を記

載すること。） 

⑵ 請負代金内訳書は、１⑶の確認において用いる場合を除き、入札及び契約上の権利義

務を生じるものではない。 

 

 

入札参加者は、入札手続き時に入札時積算数量書に疑義が生じた場合には、質問受付期間

中に質問することができる。発注者は、入札参加者から質問を受け付けた場合、確認の上、



必要に応じて積算数量を訂正し、訂正後の積算数量を公開する。  

なお、入札時積算数量書の位置づけは下表となるため、その質問回答書も設計図書ではな

いことに留意すること。  

  

 工事請負契約書第１条※ 

における設計図書 

工事請負契約書第 18 条

の２における契約事項 

「入札時積算数量書」及び「質問回答

書（入札時積算数量書に関するもの）」 
該当しない 該当する 

 

※発注者高知市及び受注者は、この契約書（頭書を含む。以下同じ。）に基づき、別冊の設計図書（図面、

標準仕様書、特記仕様書、現場説明書、現場説明に対する質問回答書及び総合評価落札方式等を採用

したものにあっては技術提案書をいう。以下同じ。）に従い、日本国の法令を遵守し、この契約（この

契約書及び設計図書を内容とする工事の請負契約をいう。以下同じ。）を履行しなければならない。 

  



  〔要領〕 

⑸ 積算数量に関する協議 

① 受注者は、入札時積算数量書に記載された積算数量に疑義が生じた場合は、直ちに

協議を求めるものとする。ただし、当該疑義に係る工事が完了した場合、協議を求め

ることができないものとする。 

② 受注者からの請求による①の協議は、入札時積算数量書における当該疑義に係る

積算数量と、これに対応する請負代金内訳書における当該数量とが同一であると確

認できた場合にのみ行うことができるものとする。 

③ 入札時積算数量書に記載された積算数量に関する協議（発注者が請求する場合を

含む。）は、入札時積算数量書に基づき行うものとする。ただし、入札時積算数量書

の細目別内訳において数量を一式としている細目（設計図書において施工条件が明

示された項目を除く。）を除くものとする。 

④ ③の協議の結果、入札時積算数量書に記載された積算数量に訂正が必要となった

場合は、契約書、設計図書及び数量基準に定めるところによるものとする。 

  

受注者が積算数量に疑義が生じた場合の確認の請求は、協議を行う積算数量の部分に関

する施工が終了するまでに行う。なお、受注者は、施工に先立ち、施工計画書の作成や材料

調達のための発注の際に数量を算出・確認すると思われ、この段階で疑義数量の有無が判明

すると考えられるので、受注者に対して早めの確認の請求を行うように呼びかけることも

必要である。  

協議を求めるにあたって、契約書第 18 条の２第１項に基づく受注者からの確認の請求に

おいては、当該積算数量に対して疑義を生じるに至った根拠資料を提出してもらう。  

また、全ての数量が一致している必要はなく、当該疑義数量に関して数量が一致していれ

ば、協議が可能とする。  

別添－１のフローを参考に協議を行う。  

   

６ 対象工事の契約書  

 〔要領〕 

４ 対象工事である旨の明示等  

⑶ 本方式を適用する工事においては、契約締結後において、入札時に発注者が示した

積算数量に疑義が生じたときは、入札時積算数量書に基づき、積算数量に関する協議を

行うことができることを合意する。このため、工事請負契約書（以下「契約書」という。）

に別記２に掲げる事項を記載するものとする。 

なお、積算数量に関する協議の結果、請負代金額を変更するときは、契約書第 25 条

に定めるところによるものとする。 

 

 



（別記２）契約書における記載例 

 

 （入札時積算数量書に疑義が生じた場合における確認の請求等） 

第 18条の２ 受注者は、入札時積算数量書活用方式の対象工事である場合、入札時に発注

者が示した入札時積算数量書（一式とされた細目（設計図書において施工条件が明示さ

れた項目を除く。）を除く。以下単に「入札時積算数量書」という。）に記載された積算

数量に疑義が生じたときは、その旨を直ちに監督職員に通知し、その確認を請求するこ

とができる。ただし、当該疑義に係る工事が完了した場合、確認を求めることができな

いものとする。 

２ 前項の請求は、入札時積算数量書における当該疑義に係る積算数量と、これに対応する

受注者が契約後に提出した請負代金内訳書における当該数量とが同一であると確認でき

た場合にのみ行うことができるものとする。 

３ 監督職員は、第１項の請求を受けたとき又は自ら入札時積算数量書に記載された積算

数量に誤謬又は脱漏を発見したときは、直ちに確認を行わなければならない。 

４ 前項の確認の結果、入札時積算数量書の訂正の必要があると認められるときは、発注者

は、受注者と協議して、これを行わなければならない。 

５ 前項の訂正が行われた場合において、発注者は、請負代金額の変更の必要があると認め

られるときは、第 25 条に定めるところにより、当該変更を行うものとする。この場合に

おける第 25 条第１項本文の規定による協議は、訂正された入札時積算数量書に記載さ

れた積算数量に基づき行うものとする。 

 

入札時積算数量書の扱いについては、契約書に契約事項として、その位置付けを規定して

おり、入札時積算数量書の数量は、契約書第 18条の２に基づく確認請求、協議、請負代金

額の変更を行う場合の基となる。  

  

  

７ 入札時積算数量書の公開項目等  

⑴ 各工種における数量公開項目については、別添２～別添４「数量公開項目一覧」の「数

量公開項目」を標準とする。  

⑵ 入札時積算数量書に添付する入札時積算数量書説明書は別添５を参考とする。  

  

  

  



８ 入札時積算数量書の訂正に伴う工事費の積算  

 〔要領〕 

６ 入札時積算数量書の訂正に伴う工事費の積算について 

⑴ 入札時積算数量書の訂正に伴う工事費の積算は、公共建築工事積算基準第８「（設計

変更における工事費）」の規定に準じるものとする。 

⑵ 入札時積算数量書の訂正に伴う工事費の積算における共通費の算定は、公共建築工

事共通費積算基準（平成 15 年３月 31 日付け国営計第 196 号）２⑺、３⑺及び４⑷の規

定に準じるものとする。 

⑶ 入札時積算数量書の訂正に伴う工事費の積算に用いる単価及び価格は、公共建築工

事標準単価積算基準（平成 19年２月 15日付け国営計第 145 号）第１編５「（設計変更

時の取り扱い）」の規定に準じるものとする。 

⑷ 入札時積算数量書の訂正に伴う工事費の積算に用いる数量は、入札時積算数量書の

訂正の対象となった積算数量及び当該積算数量に関連する項目の、訂正後の積算数量

における訂正分の数量とする。 

  

 入札時積算数量書の訂正は、設計変更ではないが、その工事費の積算は、設計変更にお

ける工事費の積算と同様に行うものとする。  

  



（別添１） 

 

入札時積算数量書活用方式に係る協議のフロー 

 

 

  



（別添２） 

 

数量公開項目一覧（建築工事（新営））

※　参考数量明示

単位
数量公開

項目
単位

数量公開

項目
単位

数量公開

項目

直接仮設 先付けタイル用型枠 ｍ2 ○ 壁花こう岩張り ｍ2 ○

遣方 １式 円形打放し型枠 ｍ ○ 壁花こう岩役物 ｍ ○

 墨出し １式 型枠運搬 ｍ2 ○ 壁大理石張り ｍ2 ○

養生 １式 耐震スリット ｍ ○ 壁大理石役物 ｍ ○

 整理清掃後片付け １式 目地棒 ｍ ○ 開口部枠大理石 ｍ,か所 ○

地足場 １式 スリーブ か所 ○ ライニング甲板花こう岩 ｍ ○

外部足場 １式 膳板大理石 ｍ ○

 内部躯体足場 １式 打放し面補修 ｍ2 ○ 開口部枠花こう岩 ｍ,か所 ○

内部仕上足場 １式 型枠 ｍ2 ○ 平ボーダー花こう岩 ｍ ○

災害防止 １式 型枠運搬 ｍ2 ○ 段ボーダー花こう岩 ｍ ○

 仮設材運搬 １式 くつずり花こう岩 ｍ ○
墜落制止用器具 １式 打放し面補修 ｍ2 ○ タイル

型枠 ｍ2 ○
 土工 型枠運搬 ｍ2 ○ 床タイル張り ｍ2 ○

すきとり １式 ※ 鉄骨 床役物タイル張り ｍ ○

 根切り １式 ※ 階段床タイル張り ｍ2 ○

床付け １式 ※ 切板鋼板 ｔ ○ 壁タイル張り ｍ2 ○

杭間ざらい 本 ○ 形鋼 ｔ ○ 壁役物タイル張り ｍ ○

 埋戻し １式 ※ 角形鋼管 ｔ ○ タイル型枠先付け ｍ2 ○

盛土 １式 ※ 平鋼 ｔ ○ 型枠先付け役物タイル張り ｍ ○

 構内敷きならし １式 ※ 丸鋼 ｔ ○

山留め １式 ※ 鉄骨スクラップ控除 １式 床タイル張り ｍ2 ○

排水 １式 ※ 工場加工組立 ｔ ○ 床役物タイル張り ｍ ○

 乗入れ構台 １式 ※ 工場錆止め塗装 ｍ2,ｔ ○ 階段床タイル張り ｍ2 ○

土工機械運搬 １式 溶融亜鉛めっき ｔ ○ 壁タイル張り ｍ2 ○

 鉄骨運搬 ｔ ○ 壁役物タイル張り ｍ ○

現場建方 ｔ ○ 木工

地業 高力ボルト類 ｔ ○

高力ボルト類締付け 本 ○ 床組畳下地 ｍ2 ○

 砂利地業 ｍ3 ○ 現場溶接 ｍ ○ 床組フローリング下地 ｍ2 ○

捨コンクリート地業 ｍ3 ○ 現場錆止め塗装 ｍ2 ○ 床組 ｍ2 ○

 床下防湿層敷き ｍ2 ○ 上がりがまち ｍ ○

砂敷き ｍ2 ○ 鉄骨階段 か所 ○ 土台 ｍ ○

地盤の載荷試験 １式 カーテンウォール取付け１次ファスナー か所 ○ 頭つなぎ ｍ ○

スリーブ か所 ○ 敷居受け材 ｍ ○

既製コンクリート杭 本 ○ アンカーボルト 本 ○ 間仕切軸組 ｍ2 ○

施工費 １式 溶接部試験 か所 ○ 胴縁組 ｍ2 ○

 杭頭処理 本 ○ デッキプレート等 ｍ2 ○ 化粧柱 本 ○

杭頭補強 本 ○ デッキ受け金物 か所 ○ 化粧半柱 本 ○

 外周コンクリート止 ｍ ○ 敷居 ｍ ○

軽量形鋼構造 ｍ ○ かもい ｍ ○

柱底均しモルタル か所 ○ 中がもい ｍ ○

 普通コンクリート ｍ3 ○ スタッドボルト 本 ○ 窓枠 ｍ,か所 ○

構造体強度補正 １式 仮設金物 １式 窓額縁 ｍ ○

異形鉄筋 ｔ ○ 鉄骨足場 １式 畳寄せ ｍ ○

 鋼板 ｔ ○ 幅木 ｍ ○

鋼材類スクラップ控除 １式 耐火被覆 ｍ2,ｍ ○ 付けがもい ｍ ○

 施工費 １式 既製コンクリート 廻り縁 ｍ ○

杭頭処理 ｍ3 ○ 押入れ か所 ○

杭の載荷試験 本 ○ ＡＬＣパネル ｍ2 ○ 窓敷居 ｍ ○

 押出成形セメント板 ｍ2 ○ 窓がもい ｍ ○

押出成形セメント板役物 ｍ ○ 出入り口枠 ｍ,か所 ○
鉄筋 既製コンクリート板 ｍ2 ○ 集成材（柱など） 本 ○

異形鉄筋 ｔ ○ コンクリートブロック ｍ2 ○ 下地材 ｍ3 ○

鉄筋スクラップ控除 １式 コンクリートブロック化粧目地加算額 ｍ2 ○ 造作材 ｍ3 ○

 鉄筋加工組立 ｔ ○ ＡＬＣパネル ｍ2 ○ 集成材 ｍ3 ○

スパイラル筋 ｔ ○ 押出成形セメント板 ｍ2 ○ 板材 ｍ3 ○

 ガス圧接 か所 ○ 押出成形セメント板役物 ｍ ○ 合板 ｍ2 ○

特殊な鉄筋継手 か所 ○ 開口部補強 か所 ○ 施工費 １式

帯筋溶接 か所 ○ 防腐･防蟻･防虫処理 ｍ2 ○

 鉄筋運搬 ｔ ○ 防水 屋根及びとい

梁貫通孔補強 か所,ｔ ○

溶接金網敷き ｍ2 ○ アスファルト防水 ｍ2 ○ 長尺金属板葺き ｍ2 ○

 地中梁主筋受台 １式 合成高分子系ルーフィングシート防水 ｍ2 ○ 折板葺き ｍ2 ○

塗膜防水 ｍ2 ○ 金属屋根役物 ｍ,か所 ○

 異形鉄筋 ｔ ○ ケイ酸質系塗布防水 ｍ2 ○ ルーフドレン か所 ○

溶接金網敷き ｍ2 ○ 伸縮調整目地 ｍ ○ とい ｍ ○

成形緩衝材 ｍ ○ 鋼管製とい防露巻き ｍ ○

 異形鉄筋 ｔ ○ 防水入隅処理 ｍ ○ とい掃除口 か所 ○

溶接金網敷き ｍ2 ○ シーリング ｍ ○ とい受石 か所 ○
コンクリート 防水立上がり保護 ｍ2,ｍ ○ (内部）

防水層押え金物 ｍ ○ とい ｍ ○

普通コンクリート ｍ3 ○ 鋼管製とい防露巻き ｍ ○

コンクリート打設手間 １式 アスファルト防水 ｍ2 ○ とい掃除口 か所 ○

 ポンプ圧送 １式 合成高分子系ルーフィングシート防水 ｍ2 ○

打継ぎ処理 ｍ ○ 塗膜防水 ｍ2 ○

 止水板 ｍ ○ シーリング ｍ ○ マンホールふた か所 ○

構造体強度補正 １式 石 排水溝ふた ｍ ○

コンクリート足場 １式 笠木 ｍ ○

床花こう岩張り ｍ2 ○ 笠木コーナー か所 ○

無筋コンクリート ｍ3 ○ 階段花こう岩張り ｍ ○ 天井金属成形板張り ｍ2 ○

壁花こう岩張り ｍ2 ○ 天井廻り縁 ｍ ○

 無筋コンクリート ｍ3 ○ 壁花こう岩役物 ｍ ○ 軽量鉄骨天井下地 ｍ2 ○
型枠 笠木花こう岩 ｍ ○ 軽量鉄骨天井下地振止め補強 ｍ2 ○

軽量鉄骨天井下地開口部補強 か所 ○

普通合板型枠 ｍ2 ○ 床花こう岩張り ｍ2 ○ 壁アルミルーバー ｍ2 ○

打放し合板型枠 ｍ2 ○ 床ボーダー花こう岩 ｍ ○ 吊り金物 か所 ○

床型枠用鋼製デッキプレート ｍ2 ○ 幅木大理石 ｍ ○ 丸環 か所 ○

(外部仕上)

名称 名称 名称

(外部)

(内部仕上)

(部位別[材工共])

(本体鉄骨)

(内部)

(地業)

(付帯鉄骨等)

(既製コンクリート杭地業)

(場所打ちコンクリート杭地業)

(耐火被覆)

(外部)

(躯体) (内部)

(外部)

(部材別)

(外部仕上)

(内部仕上)

(躯体)

(外部)

(外部)

(内部)

(外部)

(内部)

(外部仕上)

(内部仕上)

(躯体)



 

数量公開項目一覧（建築工事（新営））

単位
数量公開

項目
単位

数量公開

項目
単位

数量公開

項目

懸垂幕受け金物 か所 ○ (ガラス) 移動間仕切 か所 ○

ラス張り ｍ2 ○ 型板ガラス ｍ2 ○ アコーデオンドア か所 ○

 タラップ[足かけ] か所 ○ 網入型板ガラス ｍ2 ○ カーテンボックス ｍ ○

タラップ[梯子型] ｍ ○ フロート板ガラス ｍ2 ○ カーテンレール ｍ ○

 手すり ｍ ○ 網入磨き板ガラス ｍ2 ○ ブラインドボックス ｍ ○

旗竿受金物 か所 ○ 合わせガラス ｍ2 ○ シャワーユニット か所 ○

煙突天板 か所 ○ 複層ガラス ｍ2 ○ 造付け家具 か所 ○

 煙突カバープレート か所 ○ 強化ガラス ｍ2 ○ カウンター か所 ○

(内部) 熱線反射ガラス ｍ2 ○ 防煙垂壁 ｍ ○

 マンホールふた か所 ○ 熱線吸収板ガラス ｍ2 ○ 発生材処理

床点検口 か所 ○ 強化ガラスドア か所 ○

排水溝ふた ｍ ○ ガラス合わせシーリング ｍ ○ 建設発生土運搬 １式 　

 トラフふた ｍ ○ 映像調整 ｍ2 ○ 発生材積込み １式 　

くつずり ｍ ○ 飛散防止フィルム張り ｍ2 ○ 発生材運搬 １式 　

 軽量鉄骨壁下地 ｍ2 ○ カーテンウォール （処分）

軽量鉄骨壁下地開口部補強 か所 ○ 建設発生土処分 １式 　

下地ラス張り ｍ2 ○ 建具付メタルカーテンウォール か所 ○ 発生材処分 １式 　

 壁付手すり ｍ ○ メタルカーテンウォール か所 ○

コーナービード ｍ ○ 運搬,取付け １式 囲障

天井金属成形板張り ｍ2 ○ 直接仮設 １式

天井廻り縁 ｍ ○ ＰＣカーテンウォール か所 ○ メッシュフェンス ｍ ○

 軽量鉄骨天井下地 ｍ2 ○ 運搬,取付け １式 鋼製フェンス ｍ ○

軽量鉄骨下がり壁下地 ｍ ○ 植え込み土留め ｍ ○

 軽量鉄骨天井下地振止め補強 ｍ2 ○ 塗装 車止め か所 ○

軽量鉄骨天井下地開口部補強 か所 ○ (外部) 門扉 か所 ○

タラップ[足かけ] か所 ○ ＤＰ ｍ2 ○ 根切り １式 ※

 ジョイナー ｍ ○ ＳＯＰ ｍ2 ○ 埋戻し １式 ※

浴室天井水切とい ｍ ○ 建設発生土運搬 １式 　

 天井廻り縁 ｍ ○ ＳＯＰ ｍ2 ○ 建設発生土処分 １式 　

下がり壁見切り縁 ｍ ○ ＥＰ ｍ2,ｍ ○ 構内舗装

天井点検口 か所 ○ ＥＰ－Ｇ ｍ2 ○ 直接仮設 １式

 サッシ,壁取合い金物 ｍ ○ ＮＡＤ ｍ2 ○ すき取り,積込み １式 ※

便所手すり か所 ○ ＤＰ ｍ2 ○ アスファルト舗装 ｍ2 ○

左官 ＵＣ ｍ2 ○ インターロッキングブロック舗装 ｍ2 ○

コンクリート舗装 ｍ2 ○

床コンクリート直均し仕上げ ｍ2 ○ 路面表示用塗料 ｍ,か所 ○

 床モルタル塗り ｍ2 ○ 内外装 縁石 ｍ ○

立上りモルタル塗り ｍ2 ○ 土工機械運搬 １式

床防水モルタル塗り ｍ2 ○ 土間下断熱材敷き ｍ2 ○ 舗装機械運搬 １式

 排水溝モルタル塗り ｍ ○ 天井繊維強化セメント板張り ｍ2 ○ 建設発生土運搬 １式 　

階段モルタル塗り ｍ2 ○ 天井ロックウール化粧吸音板張り ｍ2 ○ 建設発生土処分 １式 　

外壁モルタル塗り ｍ2 ○

 薄付け仕上塗材 ｍ2 ○ 床ビニル床タイル張り ｍ2 ○ 屋外排水

厚付け仕上塗材 ｍ2 ○ 床ゴム床タイル張り ｍ2 ○ 排水管 ｍ ○

複層仕上塗材 ｍ2 ○ 床ビニル床シート張り ｍ2 ○ 排水桝 か所 ○

 笠木モルタル塗り ｍ ○ タイルカーペット張り ｍ2 ○ Ｌ字側溝 ｍ ○

笠木こて仕上げ ｍ ○ カーペット敷き ｍ2 ○ Ｕ字側溝 ｍ ○

水切りモルタル塗り ｍ ○ 合成樹脂塗床 ｍ2 ○ 根切り １式 ※

 建具周囲防水モルタル充填 ｍ ○ 床フローリング張り ｍ2 ○ 埋戻し １式 ※

マスチック塗材塗り ｍ2 ○ 畳敷き 枚 ○ 建設発生土運搬 １式 　

 ビニル幅木 ｍ ○ 建設発生土処分 １式 　

壁せっこうボード張り ｍ2 ○

床コンクリート直均し仕上げ ｍ2 ○ 壁繊維強化セメント板張り ｍ2 ○ 植栽

床モルタル塗り ｍ2 ○ 壁紙張り ｍ2 ○ 低木 株 ○

セルフレベリング材塗り ｍ2 ○ 壁ｸﾞラスウール吸音板張り ｍ2 ○ 中低木 本 ○

階段下地モルタル塗り ｍ2 ○ 壁合成樹脂発泡材打込み ｍ2 ○ 高木 本 ○

 階段モルタル塗り ｍ2 ○ 耐火間仕切壁 ｍ2 ○ 芝張り ｍ2 ○

ピット防水モルタル塗り ｍ2 ○ 壁吹付け硬質ウレタンフォーム ｍ2 ○ 地被類 株,ｍ2 ○

 幅木モルタル塗り ｍ ○ 天井せっこうボード張り ｍ2 ○ 植栽基盤整備 ｍ2 ○

壁モルタル塗り ｍ2 ○ 天井化粧せっこうボード張り ｍ2 ○ 客土 ｍ3 ○

薄付け仕上塗材 ｍ2 ○ 天井不燃積層せっこうボード張り ｍ2 ○ 植込費 株,本 ○

 厚付け仕上塗材 ｍ2 ○ 天井ロックウール化粧吸音板張り ｍ2 ○ 支柱 本 ○

軽量骨材仕上塗材 ｍ2 ○ 天井繊維強化セメント板張り ｍ2 ○ ツリーサークル か所 ○

柱型モルタル塗り ｍ2 ○ システム天井 ｍ2 ○ 植栽機械運搬 １式

 梁型モルタル塗り ｍ2 ○ 天井吹付け硬質ウレタンフォーム ｍ2 ○

 モルタル役物 ｍ ○ スラブ下合成樹脂発泡材打込み ｍ2 ○ 屋上緑化

建具周囲モルタル充填 ｍ ○ 屋上緑化システム ｍ2 ○

キャスタブル耐火物 ｍ2 ○ 植込み用土 ｍ3 ○

建具 ﾕﾆｯﾄ及びその他 低木 株 ○

 (アルミニウム製建具) 中低木 本 ○

ＡＷ か所 ○ 煙突用成形ライニング材 ｍ ○ 芝張り ｍ2 ○

ＡＧ か所 ○ くつふきマット か所 ○ 地被類 株,ｍ2 ○

 ＡＤ か所 ○ 屋上金属製手すり ｍ ○ 植込費 株,本 ○

運搬,取付け １式 支柱 本 ○

フリーアクセスフロア ｍ2 ○ 屋上緑化軽量システム ｍ2 ○

 ＳＤ か所 ○ 案内板 か所 ○

 ＳＧ か所 ○ 室名札 か所 ○

運搬,取付け １式 ピクトグラフ か所 ○

(鋼製軽量建具) １式 階数表示板 か所 ○

ＬＤ １式 ○ 非常錠表示板 か所 ○

運搬,取付け １式 誘導標識 か所 ○

屋内掲示板 か所 ○

ＳＳＤ か所 ○ 黒板 か所 ○

 ＳＳＷ か所 ○ 流し台 台 ○

運搬,取付け １式 コンロ台 台 ○

吊戸棚 台 ○

ＷＤ か所 ○ 水切棚 台 ○

両面ふすま か所 ○ トイレブース ｍ,か所 ○

 紙障子 か所 ○ 洗面カウンター か所 ○

鏡 か所 ○

自動ドア開閉装置 か所 ○ 実験台 台 ○

 (シャッター) 書架 か所 ○

ＳＳ か所 ○ 鍵箱 か所 ○

 ＬＳ か所 ○ 階段滑り止め ｍ ○

運搬,取付け １式 カーテン か所,ｍ2 ○

ブラインド か所,ｍ2 ○

ＯＨＤ か所 ○ 検査室等作業台 か所 ○

運搬,取付け １式 木製棚 か所 ○

可動間仕切 か所 ○

(メタルカーテンウォール)

 名称 名称

(ＰＣカーテンウォール)

（運搬）

名称

(内部)

(外部)

(外部)

(内部)

(内部)

(自動ドア開閉装置)

(オーバーヘッドドア)

(ステンレス製建具)

 

(内部)

(外部)

(鋼製建具)

(木製建具)



 

数量公開項目一覧（建築工事（改修））

単位
数量公開

項目
単位

数量公開

項目
単位

数量公開

項目

直接仮設 (改修　ステンレス製建具) 塗装改修

墨出し １式 ＳＳＤ か所 ○

 養生 １式 ＳＳＷ か所 ○ ＳＯＰ ｍ2,ｍ ○

整理清掃後片付け １式 運搬,取付け １式

 外部足場 １式 ＳＯＰ ｍ2,ｍ ○

内部足場 １式 ＷＤ か所 ○ ＥＰ ｍ2,ｍ ○

仮設間仕切り １式 ふすま か所 ○ ＥＰ－Ｇ ｍ2,ｍ ○

 災害防止 １式 紙張り障子 か所 ○ ＦＥ ｍ2,ｍ ○

仮設材運搬 １式 (改修　自動ドア開閉装置) ＤＰ ｍ2,ｍ ○

墜落制止用器具 １式 自動ドア開閉装置 か所 ○ ＵＣ ｍ2,ｍ ○

 (改修　シャッター)

防水改修 ＳＳ か所 ○ 耐震(躯体)改修

 (撤去　外部防水) ＬＳ か所 ○

防水保護コンクリート撤去 ｍ3 ○ 運搬,取付け １式 鉄筋コンクリート撤去 ｍ3 ○

防水立上り部保護撤去 ｍ2 ○ (改修　オーバーヘッドドア) コンクリートブロック類撤去 ｍ3 ○

 防水層撤去 ｍ2 ○ ＯＨＤ か所 ○ コンクリートカッター入れ ｍ ○

シーリング撤去 ｍ ○ 運搬,取付け １式

手すり撤去 ｍ ○

 笠木撤去 ｍ ○ 型板ガラス ｍ2 ○ 異形鉄筋 ｔ ○

ルーフドレン撤去 か所 ○ 網入型板ガラス ｍ2 ○ 鉄筋スクラップ控除 １式

 とい撤去 ｍ ○ フロート板ガラス ｍ2 ○ 鉄筋加工組立 ｔ ○

網入磨き板ガラス ｍ2 ○ スパイラル筋 ｔ ○

防水保護コンクリート撤去 ｍ3 ○ 複層ガラス ｍ2 ○ ガス圧接 か所 ○

 防水層撤去 ｍ2 ○ 合わせガラス ｍ2 ○ 特殊な鉄筋継手 か所 ○

熱線吸収板ガラス ｍ2 ○ 帯筋溶接 か所 ○

強化ガラス ｍ2 ○ 鉄筋運搬 ｔ ○

 既存下地補修 ｍ2 ○ 熱線反射ガラス ｍ2 ○ 溶接金網 ｍ2 ○

アスファルト防水 ｍ2 ○ ガラス合わせシーリング ｍ ○ あと施工アンカー 本 ○

合成高分子系ルーフィングシート防水 ｍ2 ○ 映像調整 ｍ2 ○

 塗膜防水 ｍ2 ○ 飛散防止フィルム張り ｍ2 ○ 普通コンクリート ｍ3 ○

成形緩衝材 ｍ ○ コンクリート打設手間 １式

 伸縮調整目地 ｍ ○ ＳＯＰ ｍ2 ○ 構造体強度補正 １式

防水入隅処理 ｍ ○ 建具周囲シーリング ｍ ○ ポンプ圧送 １式

シーリング ｍ ○ 建具周囲防水モルタル充填 ｍ ○ グラウト材注入 ｍ3 ○

 防水立上り部保護 ｍ2 ○ 建具周囲モルタル充填 ｍ ○ 壁既存打継面目あらし ｍ2 ○

防水層押え金物 ｍ ○ 吹付けモルタル工法 ｍ2 ○

 無筋コンクリート ｍ3 ○ 内装改修 (改修　型枠)

床コンクリート面直均し仕上げ ｍ2 ○ 普通合板型枠 ｍ2 ○

溶接金網敷き ｍ2 ○ 床モルタル撤去 ｍ2 ○ 打放し合板型枠 ｍ2 ○

 ルーフドレン か所 ○ 床タイル撤去 ｍ2 ○ 型枠運搬 ｍ2 ○

手すり ｍ ○ ビニル床タイル撤去 ｍ2 ○ 打放し面補修 ｍ2 ○

笠木 ｍ ○ ビニル床シート撤去 ｍ2 ○ グラウト材注入用型枠 ｍ ○

 とい ｍ ○ タイルカーペット撤去 ｍ2 ○ 耐震スリット ｍ ○

カーペット撤去 ｍ2 ○

既存下地補修 ｍ2 ○ フリーアクセスフロア撤去 ｍ2 ○ 切板鋼板 ｔ ○

 アスファルト防水 ｍ2 ○ ビニル幅木撤去 ｍ ○ 形鋼 ｔ ○

合成高分子系ルーフィングシート防水 ｍ2 ○ 壁ボード撤去 ｍ2 ○ 鉄骨スクラップ控除 １式

 塗膜防水 ｍ2 ○ 軽量鉄骨壁下地撤去 ｍ2 ○ 工場加工組立 ｔ ○

防水入隅処理 ｍ ○ 壁紙撤去 ｍ2 ○ 工場錆止め塗装 ｍ2,ｔ ○

シーリング ｍ ○ コンクリートブロック撤去 ｍ3 ○ 溶融亜鉛めっき ｔ ○

 無筋コンクリート ｍ3 ○ 天井合板ボード撤去 ｍ2 ○ 鉄骨運搬 ｔ ○

床コンクリート面直均し仕上げ ｍ2 ○ 軽量鉄骨天井下地撤去 ｍ2 ○ 現場建方 ｔ ○

外壁改修 可動間仕切撤去 ｍ2 ○ 高力ボルト類 ｔ,本 ○

 (撤去) トイレブース撤去 ｍ ○ 高力ボルト類締付 本 ○

壁タイル撤去 ｍ2 ○ 天井点検口撤去 か所 ○ 溶接部試験 か所 ○

壁モルタル撤去 ｍ2 ○ ブラインドボックス撤去 ｍ ○ 耐火被覆 ｍ2 ○

 役物モルタル撤去 ｍ ○

既存塗膜等の除去 ｍ2 ○ 床下地補修 ｍ2 ○ コンクリート切断 ｍ ○

 カッター入れ ｍ ○ 床見切縁 ｍ ○ シーリング ｍ ○

シーリング撤去 ｍ ○ 床ビニル床タイル張り ｍ2 ○ 撤去部補修 ｍ ○

床ビニル床シート張り ｍ2 ○

(改修) タイルカーペット張り ｍ2 ○ 環境配慮改修

施工数量調査 ｍ2 ○ カーペット敷き ｍ2 ○

外壁清掃 ｍ2 ○ 合成樹脂塗床 ｍ2 ○ アスベスト除去 １式

 ひび割れ部改修 ｍ ○ 床フローリング張り ｍ2 ○ アスベスト含有成形板除去 ｍ2 ○

欠損部改修 か所 ○ 畳敷き 枚 ○

 浮き部改修 か所 ○ 床タイル張り ｍ2 ○

下地調整 ｍ2 ○ 床モルタル塗り ｍ2 ○ 屋上緑化システム ｍ2 ○

仕上塗材塗り ｍ2 ○ 植込み用土 ｍ3 ○

 壁タイル張り ｍ2 ○ ビニル幅木 ｍ ○ 低木 株 ○

壁モルタル塗り ｍ2 ○ 壁下地補修 ｍ2 ○ 中低木 本 ○

役物モルタル塗り ｍ ○ 壁タイル張り ｍ2 ○ 芝張り ｍ2 ○

 シーリング ｍ ○ 壁モルタル塗り ｍ2 ○ 地被類 株,ｍ2 ○

軽量鉄骨壁下地 ｍ2 ○ 植込費 株,本 ○

 建具改修 軽量鉄骨壁下地開口部補強 か所 ○ 支柱 本 ○

壁せっこうボード張り ｍ2 ○ 屋上緑化軽量システム ｍ2 ○

アルミニウム製建具撤去 か所 ○ 壁繊維強化セメント板張り ｍ2 ○

 鋼製建具撤去 か所 ○ 壁紙張り ｍ2 ○ 発生材処理

鋼製軽量建具撤去 か所 ○

ステンレス製建具撤去 か所 ○ 天井せっこうボード張り ｍ2 ○ 発生材積込 １式 　

木製建具撤去 か所 ○ 天井不燃積層せっこうボード張り ｍ2 ○ 発生材運搬 １式 　

シャッター撤去 か所 ○ 天井ﾛｯｸウール化粧吸音板張り ｍ2 ○

カッター入れ ｍ ○ 天井繊維強化セメント板張り ｍ2 ○ 発生材処分 １式 　

 シーリング撤去 ｍ ○ 軽量鉄骨天井下地 ｍ2 ○

 ガラス撤去 ｍ2 ○ 軽量鉄骨下がり壁下地 ｍ ○

 軽量鉄骨天井振止め補強 ｍ2 ○

(改修　アルミニウム製建具)  軽量鉄骨天井下地開口部補強 か所 ○

ＡＷ か所 ○ 天井廻り縁 ｍ ○

ＡＧ か所 ○ 下がり壁見切り縁 ｍ ○

ＡＤ か所 ○ 天井点検口 か所 ○

運搬,取付け １式 (改修　その他)

(改修　鋼製建具) フリーアクセスフロア ｍ2 ○

ＳＤ か所 ○ トイレブース ｍ ○

ＳＧ か所 ○ 洗面カウンター か所 ○

運搬,取付け １式 室名札 か所 ○

(改修　鋼製軽量建具) ブラインド か所 ○

ＬＤ か所 ○ ブラインドボックス か所 ○

運搬,取付け １式 鏡 か所 ○

(改修　木製建具)

(撤去　内部防水)

名称 名称

(改修　外部塗装)

(改修　内部塗装)

名称

(改修　外部防水)

(改修　コンクリート)

(改修　その他)

(撤去)

(改修　ガラス) (改修　鉄筋)

(撤去)

(改修　天井)

(改修　内部防水) (改修　鉄骨)

(撤去)

(改修　床) (改修　その他)

（処分）

（運搬）

(撤去)

(改修　屋上緑化)

(改修　幅木･壁)



（別添３） 

 

 

 

 



 

 

 

数量公開項目一覧（電気設備工事）

単位
数量公開

項目
単位

数量公開

項目
単位

数量公開

項目

拡声設備 防犯・入退室管理設備 構内配電線路

 一般・非常業務放送架 台 ○ 防犯 電力引込み

リモコンマイク 個 ○ 警報制御装置 台 ○ 高圧引込用負荷開閉器 台 ○

スピーカ 個 ○ 操作装置 台 ○ 開閉器箱 個 ○

ラジオ用アンテナ 個 ○ カードリーダ 台 ○ マンホール 基 ○

 アッテネータ 個 ○ マグネットセンサ 個 ○ ハンドホール 基 ○

端子盤 面 ○ 赤外線センサ 個 ○ 電柱 本 ○

 端子接続 １式 パッシブセンサ 個 ○ 装柱材 １式

画像センサ 個 ○ 支線 １式

ガラスセンサ 個 ○ メッセンジャワイヤ １式

 カード 枚 ○ 保護管 １式 ※

誘導支援設備 端子盤 面 ○ 地中線埋設標識 １式 ※

音声誘導 端子接続 １式 防水鋳鉄管 １式 ※

 制御装置 台 ○

検出装置 台 ○ 入退室管理 外灯

スピーカ 個 ○ 制御端末 台 ○ ＬＥＤ照明器具 灯 ○

端子盤 面 ○ 端末装置 台 ○ ＨＩＤ灯 灯 ○

端子接続 １式 鍵管理装置 台 ○ ハンドホール 基 ○

 配線器具 １式 ※ 電気錠制御盤 面 ○ 配線器具 １式 ※

セキュリティーゲート 台 ○ 保護管 １式 ※

インターホン ゲート制御装置 台 ○ 地中線埋設標識 １式 ※

 テレビインターホン 台 ○ 記録装置 台 ○

外部受付用インターホン 台 ○ バイオメトリックス照合装置 台 ○

電源装置 個 ○ カードリーダ 台 ○

 端子盤 面 ○ カード 枚 ○ 構内通信線路

端子接続 １式 端子盤 面 ○ 通信引込み

 配線器具 １式 ※ 端子接続 １式 マンホール 基 ○

ハンドホール 基 ○

トイレ等呼出 電柱 本 ○

 呼出表示器 台 ○ 保安器 １式 ※

端子盤 面 ○ 装柱材 １式

呼出表示灯 １式 ※ 受信機 面 ○ 支線 １式

 呼出・復帰ボタン １式 ※ 副受信機 面 ○ メッセンジャワイヤ １式

端子接続 １式 中継器盤 面 ○ 保護管 １式 ※

 熱感知器 個 ○ 地中線埋設標識 １式 ※

煙感知器 個 ○ 防水鋳鉄管 １式 ※

炎感知器 個 ○

 複合式感知器 個 ○

テレビ共同受信設備 回路試験器 個 ○ 通信

テレビアンテナ 組 ○ 機器収容箱 個 ○ 屋外カメラ 台 ○

 パラボラアンテナ 組 ○ 端子盤 面 ○ 屋外時計 台 ○

アンテナマスト 基 ○ 発信機 １式 ※ 屋外スピーカ 台 ○

 増幅器 個 ○ 警報ベル １式 ※ ハンドホール 基 ○

混合（分波）器 個 ○ 表示灯 １式 ※ 取付ポール 本 ○

分岐器 個 ○ 移報器 １式 ※ 保護管 １式 ※

 分配器 個 ○ 端子接続 １式 地中線埋設標識 １式 ※

機器収容箱 個 ○

 直列ユニット １式 ※ 自動閉鎖

テレビ端子 １式 ※ 連動制御盤 面 ○

自動閉鎖装置 個 ○ テレビ電波障害防除設備

煙感知器 個 ○ ヘッドエンド 台 ○

 端子盤 面 ○ テレビアンテナ 組 ○

監視カメラ設備 電子ブザー １式 ※ アンテナマスト 基 ○

 監視カメラ装置架 台 ○ 連動機器等接続 １式 ブレーカボックス 個 ○

モニタ装置 台 ○ 端子接続 １式 電源供給器 個 ○

録画装置 台 ○ 電源挿入器 個 ○

 カメラ操作器 台 ○ 非常警報 電柱 本 ○

カメラ 台 ○ 操作装置 個 ○ 増幅器 個 ○

端子盤 面 ○ 複合装置 個 ○ 保安器 個 ○

 端子接続 １式 端子盤 面 ○ 混合(分波)器 個 ○

非常ベル １式 ※ 分岐器 個 ○

 表示灯 １式 ※ 分配器 個 ○

起動装置 １式 ※ 機器収容箱 個 ○

駐車場管制設備 端子接続 １式 マンホール 基 ○

 管制盤 面 ○ ハンドホール 基 ○

ループコイル式検知器 個 ○ ガス漏れ火災警報 装柱材 １式

光線式検知器 組 ○ ガス漏れ受信機 面 ○ 支線 １式

 信号灯 台 ○ ガス漏れ副受信機 面 ○ メッセンジャワイヤ １式

警報灯 台 ○ ガス漏れ中継器 個 ○ 保護管 １式 ※

発券機 台 ○ ガス漏れ検知器 個 ○ 地中線埋設標識 １式 ※

 カーゲート 台 ○ 端子盤 面 ○ 防水鋳鉄管 １式 ※

カードリーダ 台 ○ ガス漏れ表示灯 １式 ※

 端子盤 面 ○ 端子接続 １式

端子接続 １式

 

中央監視制御設備

警報盤 面 ○

 監視操作装置 台 ○

グラフィックパネル 台 ○

信号処理装置 台 ○

電源装置 台 ○

記録装置 台 ○

伝送装置親局 台 ○

伝送装置子局 台 ○

ソフトウェア １式

機器間ケーブル工事 １式

火災報知設備

自動火災報知

名称 名称名称



（別添４） 

 

 

 

数量公開項目一覧（機械設備工事）

※　参考数量明示

単位
数量公開

項目
単位

数量公開

項目
単位

数量公開

項目

架台類 １式 手洗器 組 ○

空気調和設備-機器設備 形鋼振れ止め支持 １式 掃除流し 組 ○

（熱源機器） 基 ○ 防火区画貫通処理 １式 鏡 枚 ○

（ポンプ類） 台 ○ スリーブ １式 化粧棚 個 ○

 （タンク類） 基 ○ デッキプレート開口切断 １式 水石けん入れ 個 ○

オイルタンク 基 ○ あと施工アンカー １式 大便器ユニット 組 ○

オイルタンク付属品 １式 配管分岐・閉塞 １式 小便器ユニット 組 ○

 （ヘッダー類） 基 ○ はつり補修 １式 洗面器ユニット 組 ○

ユニット形空気調和機 台 ○ 壁掛形汚物流しユニット 組 ○

 ファンコイルユニット 台 ○ 空気調和設備-総合調整 浴室ユニット 組 ○

パッケージ形空気調和機 台 ○ 総合調整費 １式

マルチパッケージ形空気調和機 台 ○ 給水設備

 マルチパッケージ形空気調和機付属品 １式 換気設備-機器設備 受水タンク 基 ○

パネル形エアフィルター 台 ○ 遠心送風機 台 ○ 高置タンク 基 ○

パネル形エアフィルター予備品 １式 消音ボックス付送風機 台 ○ 揚水ポンプ 台 ○

 電気集じん器 台 ○ 全熱交換ユニット 台 ○ 給水管 ｍ ○

煙道 １式 全熱交換ユニット予備品 １式 仕切弁 個 ○

 ばい煙濃度計 組 ○ 圧力扇 台 ○ バタフライ弁 個 ○

油面制御装置 組 ○ パネル形エアフィルター 台 ○ 逆止弁 個 ○

遠隔油量指示計 組 ○ 自動巻取形エアフィルター 台 ○ 水栓 個 ○

 電気配管配線 １式 ※ 電気集じん器 台 ○ 定水位調整弁 組 ○

保温 １式 ※ 搬入・据付費 １式 ボールタップ 個 ○

塗装 １式 ※ 機器用基礎 １式 電極棒 組 ○

 文字標識等 １式 量水器 個 ○

 搬入・据付費 １式 換気設備-ダクト設備 弁装置 組 ○

機器用基礎 １式 長方形ダクト ｍ2 ○ フレキシブルジョイント 個 ○

架台類 １式 スパイラルﾀﾞｸﾄ ｍ ○ 防振継手 個 ○

取外し再取付 １式 鋼板製ダクト ｍ2 ○ 保温 １式 ※

 機器固定用アンカー １式 吹出口 個 ○ 塗装 １式 ※

直接仮設 １式 吸込口 個 ○ 文字標識等 １式

風量調節ダンパー 個 ○ 搬入・据付費 １式

 防火ダンパー 個 ○ 機器用基礎 １式

空気調和設備-ダクト設備 防火防煙ダンパー 個 ○ 架台類 １式

 長方形ダクト ｍ2 ○ ピストンダンパー 個 ○ 形鋼振れ止め支持 １式

スパイラルダクト ｍ ○ 逆流防止ダンパー 個 ○ スリーブ １式

鋼板製ダクト ｍ2 ○ ベントキャップ 個 ○ デッキプレート開口切断 １式

 シーリングディフューザー 個 ○ 排気フード 個 ○ あと施工アンカー １式

線状吹出口 個 ○ グリス除去装置 個 ○

 吸込口 個 ○ 風量測定口 個 ○ 給水設備-仮設工事

定風量ユニット 台 ○ たわみ継手 １式 小型給水ポンプユニット 台 ○

変風量ユニット 台 ○ チャンバー類 １式 ※ 給水管 ｍ ○

 風量調節ダンパー 個 ○ 制気口ボックス類 １式 ※ 仕切弁 個 ○

防火ダンパー 個 ○ 保温 １式 ※ 保温 １式 ※

防火防煙ダンパー 個 ○ 塗装 １式 ※ 塗装 １式 ※

 ピストンダンパー 個 ○ 防火区画貫通処理 １式 搬入・据付費 １式

逆流防止ダンパー 個 ○ スリーブ １式 機器用基礎 １式

 ベントキャップ 個 ○ あと施工アンカー １式

温度計 個 ○ 排水設備

風量測定口 個 ○ 換気設備-総合調整 汚物用水中ポンプ 台 ○

 たわみ継手 １式 総合調整費 １式 汚水用水中ポンプ 台 ○

消音エルボ １式 雑排水用水中ポンプ 台 ○

 チャンバー類 １式 ※ 排煙設備-機器設備 グリース阻集器 個 ○

制気口ボックス類 １式 ※ 排煙機 台 ○ オイル阻集器 個 ○

保温 １式 ※ 搬入・据付費 １式 汚水管 ｍ ○

塗装 １式 ※ 機器用基礎 １式 雑排水管 ｍ ○

 防火区画貫通処理 １式 通気管 ｍ ○

 スリーブ １式 排煙設備-ダクト設備 仕切弁 個 ○

あと施工アンカー １式 長方形ダクト ｍ2 ○ 逆止弁 個 ○

ダクト分岐・閉塞 １式 円形ダクト ｍ ○ 満水試験継手 個 ○

清掃・洗浄等 １式 鋼板製ダクト ｍ2 ○ 床上掃除口 個 ○

 排煙口 個 ○ 排水金物 個 ○

給気口 個 ○ 通気金具 個 ○

空気調和設備-配管設備 防火ダンパー 個 ○ 保温 １式 ※

冷温水管 ｍ ○ チャンバー類 １式 ※ 塗装 １式 ※

冷却水管 ｍ ○ 保温 １式 ※ 搬入・据付費 １式

 蒸気管 ｍ ○ 塗装 １式 ※ 架台類 １式

油管 ｍ ○ 架台類 １式 形鋼振れ止め支持 １式

補給水管 ｍ ○ 防火区画貫通処理 １式 スリーブ １式

 ドレン管 ｍ ○ スリーブ １式 デッキプレート開口切断 １式

仕切弁 個 ○ あと施工アンカー １式 あと施工アンカー １式

 バタフライ弁 個 ○

逆止弁 個 ○ 排煙設備-総合調整 給湯設備

Ｙ形ストレーナー 個 ○ 総合調整費 １式 給湯ボイラー 基 ○

 トラップ装置 組 ○ 温水循環ポンプ 台 ○

弁装置 組 ○ 自動制御設備 貯湯タンク 基 ○

伸縮管継手 個 ○ 自動制御機器 １式 給湯用膨張・補給水タンク 基 ○

 防振継手 個 ○ 中央監視制御装置 １式 貯湯式電気温水器 台 ○

温度計 個 ○ 自動制御盤 １式 煙道 １式

圧力計 個 ○ 計装工事 １式 給湯管 ｍ ○

 瞬間流量計 個 ○ エンジニアリング費 １式 仕切弁 個 ○

空調用トラップ 個 ○ 調整費 １式 逆止弁 個 ○

 間接排水口 個 ○ 諸経費 １式 水栓 個 ○

冷媒管 １式 ※ 伸縮管継手 個 ○

 合成樹脂製支持受 １式 衛生器具設備 フレキシブルジョイント 個 ○

保温 １式 ※ 大便器 組 ○ 防振継手 個 ○

塗装 １式 ※ 小便器 組 ○ 保温 １式 ※

洗面器 組 ○ 塗装 １式 ※

名称 名称

＜庁舎＞

名称



 

数量公開項目一覧（機械設備工事） 数量公開項目一覧（昇降機設備工事）

単位
数量公開

項目
単位

数量公開

項目
単位

数量公開

項目

搬入・据付費 １式 圧力計 個 ○ ＜庁舎＞

 機器用基礎 １式 標識板 １式 エレベーター設備-１号機

架台類 １式 スリーブ １式 主要機器,かご １式

形鋼振れ止め支持 １式 デッキプレート開口切断 １式 その他部材 １式

スリーブ １式 塗装 １式 ※ 共通部材 １式

 デッキプレート開口切断 １式 あと施工アンカー １式 三方枠 か所 ○

あと施工アンカー １式 幕板 か所 ○

厨房機器設備 乗場の敷居 か所 ○

消火設備-屋内消火栓設備 流し 台 ○ 乗場の戸 か所 ○

消火ポンプユニット 台 ○ 作業台 台 ○ 乗場ボタン か所 ○

 消火用充水タンク 基 ○ 戸棚 台 ○ インジケータ か所 ○

屋内消火栓箱 組 ○ 棚 台 ○ 電気配管配線 １式

消火管 ｍ ○ 電気レンジ 台 ○ 消耗品雑材料 １式

仕切弁 個 ○ ガステーブルレンジ 台 ○ 労務費 １式

逆止弁 個 ○ 電気テーブルレンジ 台 ○ 運搬費 １式

テスト弁 個 ○ 揚げ物器（フライヤ） 台 ○ 諸経費 １式

 フレキシブルジョイント 個 ○ 炊飯器 台 ○ 直接仮設 １式

ボールタップ 個 ○ 焼物器 台 ○

 電極棒 組 ○ 煮炊釡 台 ○ エレベーター設備-エレベーター監視盤

塗装 １式 ※ 食器洗浄機 台 ○ エレベーター監視盤 面 ○

搬入・据付費 １式 冷蔵庫及び冷凍庫 台 ○ 電気配管配線 １式

 機器用基礎 １式 搬入・据付費 １式 消耗品雑材料 １式

架台類 １式 試験調整費 １式 労務費 １式

 形鋼振れ止め支持 １式 運搬費 １式

スリーブ １式 雨水利用設備 諸経費 １式

デッキプレート開口切断 １式 機器・材料費 １式

 あと施工アンカー １式 労務費 １式 小荷物専用昇降機設備

運搬費 １式 主要機器,かご １式

消火設備-連結送水管 試運転調整費 １式 その他部材 １式

 放水用器具格納箱 組 ○ 諸経費 １式 三方枠 か所 ○

放水口格納箱 組 ○ 敷板または膳板 台 ○

 送水口 個 ○ 撤去工事 敷居 台 ○

放水口 個 ○ 機器類撤去 １式 ※ 出し入れ口戸 台 ○

送水管 ｍ ○ 配管類撤去 １式 ※ 操作盤 台 ○

仕切弁 個 ○ ダクト類撤去 １式 ※ 電気配管配線 １式

 逆止弁 個 ○ はつり補修 １式 ※ 消耗品雑材料 １式

フレキシブルジョイント 個 ○ 保温撤去 １式 ※ 労務費 １式

 点検桝 組 ○ 直接仮設 運搬費 １式

表示板 １式 墜落制止用器具 １式 諸経費 １式

塗装 １式 ※

 架台類 １式 発生材処理 エスカレーター設備

形鋼振れ止め支持 １式 発生材積込 １式 　 トラス 台 ○

 スリーブ １式 発生材運搬 １式 　 駆動装置 台 ○

デッキプレート開口切断 １式 発生材処分 １式 　 受電・制御盤 台 ○

あと施工アンカー １式 踏段レール 台 ○

 踏段 台 ○

消火設備-連結散水設備 給水設備 踏段チェーン 台 ○

送水口 個 ○ 給水管 ｍ ○ 内側板 台 ○

 散水ヘッド 個 ○ 弁類 個 ○ デッキガード 台 ○

消火管 ｍ ○ 量水器 個 ○ スカートガード 台 ○

 仕切弁 個 ○ 桝類 組 ○ ハンドレール 台 ○

選択弁 個 ○ 地中埋設標 個 ○ 手摺駆動装置 台 ○

表示板 １式 埋設表示用テープ ｍ ○ くし 台 ○

 塗装 １式 ※ 土工事 １式 ※ 床板及びくし板 台 ○

架台類 １式 水道本管引込工事 １式 照明器具 台 ○

 形鋼振れ止め支持 １式 操作盤 台 ○

スリーブ １式 排水設備 安全装置 台 ○

デッキプレート開口切断 １式 排水管 ｍ ○ 電気配管配線 １式

 あと施工アンカー １式 桝類 組 ○ 消耗品雑材料 １式

土工事 １式 ※ 労務費 １式

消火設備-スプリンクラー設備 下水道本管接続費 １式 運搬費 １式

消火機器 １式 諸経費 １式

 材料費 １式 ガス設備-都市ガス設備

労務費 １式 都市ガス設備 １式 撤去工事 

 運搬費 １式 諸経費 １式 １号機撤去費 １式

試験調整費 １式 地中埋設標 個 ○ 諸経費 １式

 システム評価申請手数料 １式 埋設表示用テープ ｍ ○

諸経費 １式 土工事 １式 ※ 発生材処理

発生材積込 １式 　

消火設備-不活性ガス消火設備 ガス設備-液化石油ガス設備 発生材運搬 １式 　

消火機器 １式 液化石油ガス管 ｍ ○ 発生材処分 １式 　

 材料費 １式 ガス栓・バルブ 個 ○

労務費 １式 地中埋設標 個 ○ 直接仮設

運搬費 １式 埋設表示用テープ ｍ ○ 墜落制止用器具 １式

 試験調整費 １式 塗装 １式 ※

システム評価申請手数料 １式 土工事 １式 ※

 諸経費 １式

浄化槽設備

消火設備-泡消火設備 浄化槽 基 ○

消火機器 １式 土工事 １式

 材料費 １式 山留工事 １式

労務費 １式 コンクリート基礎 １式

 運搬費 １式 配管工事 １式

試験調整費 １式 電気工事 １式

諸経費 １式 搬入・据付費 １式

 試験調整費 １式

ガス設備-都市ガス設備  諸経費 １式

 都市ガス設備 １式

諸経費 １式 撤去工事

スリーブ １式 配管類撤去 １式

デッキプレート開口切断 １式

発生材処理

ガス設備 液化石油ガス設備 発生材積込 １式 　

液化石油ガス管 ｍ ○ 発生材運搬 １式 　

ガス栓・バルブ 個 ○ 発生材処分 １式 　

集合装置 組 ○

感震センサー 組 ○

感震遮断弁 組 ○

ガス漏れ警報器 組 ○

名称 名称 名称

＜屋外＞



（別添５）                              ［参考］ 

入札時積算数量書説明書 

 

１ 入札時積算数量書について 

入札時積算数量書とは、発注者が入札時において積算数量として、公共建築工事積算基

準第４に定める「公共建築工事内訳書標準書式」に基づき作成した種目別内訳、科目別内

訳、中科目別内訳及び細目別内訳の名称、数量及び単位を取りまとめて示す書面（電磁的

記録に記録されたものを含む。）をいう。 

入札時積算数量書は、入札公告等の添付資料として、交付し公開するものである。 

 

２ 提供する電子データについて 

提供する電子データは「入札時積算数量書」（PDF 形式）とする。 

 

３ 入札時積算数量書の細目別内訳について 

⑴ 構成 

構成及び項目は、次の基準に基づき作成している。 

① 建築工事「公共建築工事内訳書標準書式（建築工事編）」 

② 設備工事「公共建築工事内訳書標準書式（設備工事編）」 

⑵ 適用基準 

数量は、次の基準に基づき算出している。 

① 建築工事「公共建築数量積算基準」 

② 設備工事「公共建築設備数量積算基準」 

⑶ 共通費 

① 共通費積算は、「公共建築数量積算基準」に定められた工事費構成により、共通仮

設費、現場管理費及び一般管理費等に区分して、各費用を算定している。 

 

『工事費の構成』 

 

 

 

 

 

 

 

②  共通費（共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等）については、「公共建築工事

共通費積算基準」（以下「共通費基準」という。）に基づき各費用を算定している。

共通費基準においては、共通費の各費用の算定にあたり、必要となる費用を積み上

工事費 

工事価格 

消費税相当額 

工事原価 

一般管理費等 

純工事費 

現場管理費 

直接工事費 

共通仮設費 

共通費 



げにより算定するか、共通仮設費率、現場管理費率及び一般管理費等率により算定

することとされている。一般的には共通費基準に定められた共通費の率により各々

の費用を算定しているが、率に含まれない内容については、必要に応じ積み上げに

より算定し加算することになる。例えば共通仮設費率においては、共通的に使用す

る揚重機械器具に要する費用が含まれないため、当該費用を積み上げにより算定し、

共通仮設費率により算定した費用に加算する必要がある。 

③  建設技能労働者や交通誘導警備員等の現場労働者にかかる経費として、労務費の

ほか各種経費（法定福利費の事業者負担額、労務管理費、安全訓練等に要する費用

等）が必要であり、これらを直接工事費、共通仮設費及び現場管理費の一部として

計上している。 

 

『共通費の算定』（算定の内容） 

共通仮設費＝直接工事費に対する比率（共通仮設費率）により算定する費用 

＋共通仮設費率に含まれない内容について、必要に応じ積上げ算定した費用 

  

現場管理費＝純工事費に対する比率（現場管理費率）により算定する費用 

＋現場管理費率に含まれない内容について、必要に応じ積上げ算定した費用 

 

一般管理費等＝工事原価に対する比率（一般管理費等率）により算定する費用 

＋一般管理費等率に含まれない内容について、必要に応じ積上げ算定した費用 

 


